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審査の結果の要旨 
腎がんは、その死亡率、発生率、予後などに性差があることが知られていて、腎がん細胞における
エストロゲン受容体 β の高発現などに起因する可能性が推定されている。申請者は腎がんに於け
る上記の性差の影響を見る指標として、いずれも発現に性差があることが知られている、脂肪酸結
合タンパク質群（Fatty Acid-Binding Proteins, FABPs）と転写因子POU domain containing familyに
注目した。その中で、腎がん患者の腫瘍や尿から検出される FABP7 とそのプロモーターに結合す
る POU domain familyの 1つ BRN2について以下の検索を行った。 
腎細胞がん 103例 (男 83 : 女 20, 平均年齢 63.6 : 63.1) について、FABP7 と BRN2の発現を免
疫染色と、定量的 RT-PCR (reverse transcription-polymerase chain reaction) で評価し、術後の予
後との関連をみた。免疫染色は、その強度と陽性細胞の割合を用いたいわゆる Histological Score 
(H-Score，0-12) を使い、3以上を陽性とした。 
結果として、FABP7 と BRN2 の mRNA やタンパク質発現と全生存期間とは相関はなかったが。
FABP7 の発現は男性で高い傾向があり、BRN2 の発現は女性で有意に高かった。腎がんの組織
グレードが G1ではすべてに FAB7が発現しており、FABP7の H-Scoreが 9以上の例では大部分
（11/12）生存していた。サブグループ解析では、FABP7(-), BRN2(+) の女性患者ではmRNA発現
量、H-Score いずれとも予後が相関し、FABP7 (-) かつ BRN2(+) の男性例では全例生存であっ
た。  
またこれらの発現は腎がんの組織亜型により若干の特徴がみられた。 
申請者は上記の解析から、腎がんにおける FABP7 と BRN2の発現が性別により種々のかたちで、
予後に関わるものであることを初めて提唱し、さらなる研究の推進が必要であるとした。 
以上により、本論文は FABP7 と BRN2 と腎がんの予後との関連についてのべ 
たはじめての論文であり、博士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員一致で評価した。 
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